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スクリーニング評価
（Screening Assessment）

詳細診断
（Detailed Diagnostic
Analysis）

振動診断は、全体傾向を把握するスクリーニング評価と、

局所異常を深掘りする詳細診断を組み合わせて行う。
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低周波・大きな揺れ・

軸の振れ回り評価で有効な指標

高周波成分や衝撃性異常

の検出に有効な指標

機械全体の振動レベルを

把握しやすい代表指標
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フェーズ2：ISO 10816/20816系の考え方による重症度判定

測定した振動速度実効値（mm/s RMS）は、機械の種類・出力・設置条件・支持の柔剛などを

踏まえ、ISO 10816/20816系のゾーン区分（A〜D）を参考に重症度評価します。
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1X成分が優勢

2X・3X成分が目立つ

高調波が多く現れる

非整数倍成分や広帯域成分の増加

アンバランスを示唆する代表例。
ただし、共振や他要因の影響もあり、単独では確定できない。

ミスアライメントを疑う典型例。
ただし、拘束・ゆるみ・構造条件でも類似パターンが現れる。

機械的ゆるみを示唆することが多いが、
衝撃性異常や非線形接触の影響も考慮する。

転がり軸受異常を疑う手掛かりの一つ。
確定には故障周波数照合、包絡線解析、サイドバンド確認が重要。



外輪傷ではBPFO近傍の成

分が現れやすい

※故障周波数は軸受諸元、回転速度、接触角、すべり等で変動するため、計算値との近傍一致だけで断定しない。

内輪傷ではBPFI近傍

の成分が現れやすく、

回転変調に伴うサイドバンド

を伴うことがある

転動体傷ではBSF近傍や

その高調波、場合によっては

2×BSF成分が

現れることがある

保持器異常ではFTF近傍

の低周波成分が

現れることがある
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・1X・2X

・高調波

・サイドバンド

・広帯域成分

・非同期成分

の有無を確認する

故障周波数照合、

包絡線解析、

サイドバンド確認、

過去データ比較を

組み合わせ、

損傷部位と

異常モード

を絞り込む
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一般的な回転機では、少なくとも主要軸受部の複数点を定点化し、

可能であれば駆動側・反駆動側の双方で測定する。
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電話：044-738-0622　FAX:044-738-0623
神奈川県川崎市中原区小杉町1-403　武蔵小杉タワープレイス５階

お気軽にお問い合わせください。
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